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鶴見区区政会議 平成２８年度第２回防犯・防災部会 

 

１ 日時 

  平成２８年９月３０日（金） １９時００分～２０時５９分 

２ 場所 

  鶴見区役所 ４階 ４０２会議室 

３ 出席者 

  （委員） 

  宗宮部会長、山下副部会長、植田委員、田中（泰）委員、西口委員 

  （区役所） 

  河村区長、野村総務課長、小川地域活動支援課長、秋山地域活動支援課長代理、 

  前田地域活動支援課担当係長 

４ 議題 

  １． 平成２９年度鶴見区の取組みの方向性について 

５ 議事 

開会 １９時００分 

○前田地域活動支援課担当係長  それではただいまから、鶴見区区政会議平成２８

年度第２回防犯・防災部会を開会いたします。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきます地域活動支援課担当係長の前田でござ

います。よろしくお願いいたします。  

 それでは開会にあたりまして、河村区長からごあいさつを申し上げます。よろしく

お願いいたします。 

○河村区長  皆さん、こんばんは。遅い時間、またお忙しいところ集まりいただき

まして、ありがとうございます。  

 今回は、平成２８年度にやってきたことも振り返りながら、平成２９年度の鶴見区
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の進んでいく方向と言いますか、そういったものを、皆さんのご意見をちょうだいし

て考えていきたいと思っています。 

 今日いただいた意見を、今後つくっていきます平成２９年度の運営方針であります

とか、また予算にもできるだけ反映していきたいというふうに思います。  

 また、こういうことをすればもっといいんじゃないかとか、この辺こう変えたらど

うだというような意見も、たくさんいただければというふうに思います。  

 では、最後までよろしくお願いいたします。 

○前田地域活動支援課担当係長  それでは、これより議事進行を宗宮部会長にお願

いいたします。部会長、よろしくお願いいたします。  

○宗宮部会長  部会長の宗宮です。本日は、夜間お忙しい中、お集まりいただきま

してありがとうございます。  

 今年度２回目の部会になりますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは、議題１ 平成２９年度鶴見区の取組みの方向性について、事務局から説

明をお願いします。 

○前田地域活動支援課担当係長  それではまず、平成２９年度の運営方針の策定に

向けまして、まず平成２８年度の取組み及び取組み状況をご説明いたします。その後

に、平成２９年度の取組みに対するご意見やアイデアをお伺いしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。  

 また、平成２８年度の第１回区民アンケート（自由意見）を配付いたしております。

これにつきましても、委員の皆様からのご意見などをお伺いするにあたりまして、ご

参考といたしまして、無作為抽出された区民の方からどのようなご意見やアイデアが

出されているかということをご紹介しておりますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは、資料１に沿いまして、平成２８年度鶴見区の主な取組みということでご

説明させていただきたいと思いますので、ご覧いただけますでしょうか。  

 １つめくっていただきまして、経営課題４  安全なまちづくりということでお願い
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いたします。 

 戦略の４－１でございます。街頭犯罪・交通事故の少ないまちづくりということで、

具体的な取組みといたしまして、地域・関係機関と連携した防犯対策事業、それと地

域・関係機関と連携した交通安全対策事業ということです。  

 めざす状態。おおむね３から５年間を念頭に設定いたしておりますが、安全で住み

やすいまちと感じている区民を増やすということでございます。  

 戦略。中期的な取組みの方向性といたしまして、まず、鶴見区の街頭犯罪発生件数

の減少に向けまして、区民、地域、関係機関、事業所などが連携・協働し、区民のよ

り一層の防犯意識の向上につながるよう、区を挙げての啓発活動を推進する。  

 ２点目としまして、街頭犯罪の約６割を占める自転車盗について重点的に取り組む。  

 ３点目といたしまして、放置自転車も含めた自転車利用者のマナー向上をはじめ、

広く交通ルールが守られるよう、区内関係機関と連携し、交通安全の普及・啓発活動

に取り組むということで考えております。  

 それではまず、地域・関係機関と連携した防犯対策事業ということで、中身を説明

させていただきたいと思います。  

 防犯カメラの設置につきましては、今年度３０台を予定しております。  

 防犯推進委員を中心にいたしまして、各地域団体・関係機関が連携した区内一斉防

犯活動につきまして、１２回ということで予定しております。  

 これにつきましては、平成２８年８月末現在、街頭犯罪の７手口につきまして、前

年よりは減っているということを挙げまして、今後もどんどん犯罪を減らしていくと

いう目的で行ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは引き続きまして、地域・関係機関と連携した防犯対策事業ということでご

ざいますが、区役所・警察署・各地域防犯組織、青色防犯パトロール隊、子ども見守

り隊、防犯推進委員さんなどによる合同連絡会の実施を年に１回ということで、情報

の共有を密にして、犯罪の減少に努めてまいりたいと思います。  
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 自転車の二重ロックを推進するために、毎月２６日を「ツーロックの日」として啓

発に取り組むとともに、鍵の取付けキャンペーンを実施いたします。これにつきまし

ては１２回を予定しております。街頭犯罪７手口の１つであります自転車盗が５７．

９％と、割合が依然と高い数値を示しておりますので、今後も二重ロックの推進を進

めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 中学生防犯標語コンクールの実施１回ということで、これにつきましては今年の夏

休みを利用しまして、区内在住の中学生を対象に標語コンクールを行いまして、応募

総数が８７５件でございました。９月２１日に審査会を行いまして、「こんにちは。

その一声でも抑止力」が第１位の最優秀作品に選ばれました。ちなみに茨田中学の１

年生でございます。優秀賞の作品も６作品ございまして、これらの作品を活用し、地

下鉄の階段のステップ部分のマグネットやのぼり旗を作製しまして、啓発に努めてま

いりたいと思います。また、区民まつりや防犯ブースに置くぬりえのうちわに刷り込

んで、区民の皆様への防犯意識の高揚に努めてまいりたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。  

 それでは次の、子育て層への交通安全教室の実施でございますが、各地域で１２回

行ってまいりたいと思います。子育てサロンに「つるりっぷ」も参加することで、親

子で楽しく学んでいただけるということで、交通事故に対しての注意を行っていって

いただくことができるのではないかと思っております。既に１地域で９月に完了いた

しまして、今後、各地域で行ってまいりますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは次です。高齢者への交通安全研修会の実施ということで、今度１０月１２

日の１０時３０分から区民センターの小ホールで行うことになっております。 

 特に、高齢の方につきましては、運動能力が若いときに比べまして落ちているんで

すけれども、自分ではなかなか意識をされていない方も多いということで、注意しな

ければならないところを気づいてもらえるよい機会となっておるかと思っております。  

 例えば、横断歩道の点滅直前の駆け込み横断とか、なかなか身体能力が自分ではま
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だまだいけてると思っておられる方が多いので、例えば赤信号の見落としもそうなん

ですけれども、こういう場を通して研修を行ってまいりまして、交通安全に努めてま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 園児への交通安全教室の実施ということで、これにつきましては、区内の幼稚園、

保育所の園児さんに対しまして、ここの写真にもございますように、つるりっぷも参

加しながら、わかりやすく楽しくこの安全教室を行うことによりまして、小さいとき

から交通安全に気をつけるという意識を植えつけるということが大事かなと思い、行

ってまいりますので、よろしくお願いいたします。  

 警察署、区内の学生と協働した自転車マナーアップキャンペーンの実施ですが、こ

れにつきましては春と秋の交通安全運動に合わせて４回実施いたします。一般的には

自転車の無謀運転、例えばスマホを見ながらの運転だとか、並列、２人以上並んで自

転車を運転したり、自転車の２人乗りというのが多い世代でございます。同じ世代の

方がマナーアップキャンペーンに参加していただくということで、ほかの高校生、学

生さんのマナーアップにつながっていると思われるので、これにつきましても力を入

れてやっていく所存でございます。よろしくお願いいたします。  

 スケアードストレート学習。スタントマンを活用した交通安全教室の実施というこ

とで、２回実施いたします。 

 まず、その下に書いてございますように、１０月５日の水曜日でございますが、汎

愛高校で行います。２回目は１０月２３日の日曜日に、花博記念公園鶴見緑地のハナ

ミズキホールの附属展示場で行います震災訓練  安全・安心フェスタにおいて実施し

ますので、よろしくお願いいたします。これにつきましてもすごく好評のご意見がご

ざいますように、実際に目の前で事故を再現いたしますので、いつ自分が被害者にな

るか、また加害者となるかという、そういうふうなことにならないように体験を活か

してもらうような学習を行ってまいりますので、よろしくお願いいたします。  

 小学生交通安全絵画コンクールの実施ということで、区内在住の小学生を対象に、
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夏休みの宿題といたしまして募集を行いました。募集を行ったところが応募総数２０

件と、やや低調だったんですけれども、これにつきましても先日の９月２１日に審査

会を行いまして、各賞の発表を今後行ってまいりたいと思います。  

 ちなみに、みどり小学校の４年生が最優秀賞を取られております。これにつきまし

ても活用としまして、現在、放置自転車の防止キャンペーンということで、ティッシ

ュペーパーを放出駅前と横堤駅前と今福鶴見の駅前で月に１回ずつ行っておるんです

が、そちらに差し込んで、放置自転車をなくす運動に活用してまいりたいと思います。 

 次、転入者への駐輪場マップの配布でございますが、これにつきましては現在、民

間も含めた駐輪場マップをつくるということで、情報の提供をホームページとかで依

頼をかけておるところです。現在、事業者の方から１件の情報の提供がございますの

で、今後この情報も含め駐輪場マップをつくりまして、転入者の方へ配ってまいりた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは、戦略４－２といたしまして、災害に強いまちづくりでございます。  

 具体的な取組みといたしましては、区民の安全・安心を担う総合的な防災力の強化

ということでございます。  

 めざす状態は、おおむね３から５年間を念頭に設定いたしておりますが、地震・風

水害等の災害に対する、区全体の危機管理対応能力が向上していると感じている区民

の割合を増やすということでございます。  

 戦略といたしまして、中期的な取組みの方向性でございますが、まず区民、地域、

区役所、関係機関、学校等が連携した訓練などを通じて、区全体の危機管理対応能力

を向上させる。 

 ２点目、地域の自主防災力の強化と、そのための支援を行う。  

 ３点目、地域コミュニティの活性化を図り、自主防災組織による自助・共助の視点

を盛り込んだ防災活動が活発に行われるための仕組みづくり、支援を行うということ

でございます。 
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 それでは、めくっていただけますでしょうか。  

 まず、１点目ですが、避難所開設運営訓練・防災講演会等の開催ということで、各

地域で行いまして、全１２地域で行う予定としております。これにつきましても、も

う皆様ご承知のとおり、いざというときにどこへ避難すればよいかだとか、何をすべ

きかということを知ってもらうよい機会となっております。今年につきましては、講

演会を行うという地域がございます。防災についての知識を深めることにより、来年

以降のより中身の濃い充実した訓練を行っていけるようにということで、地域で考え

られて講演会を行われます。 

 ２点目の鶴見区震災訓練、安全・安心フェスタの実施ということで、先ほどもちょ

っとふれましたが、今度１０月２３日、日曜日でございますが、鶴見緑地のハナミズ

キホールで開催いたします。これにつきましては実際に体験していただけるようなブ

ースを展開させていただきます。いざというときに備えるためのよい機会となります

ので、皆様の参加をよろしくお願いいたします。  

 次の、つるみんピックの開催ということですが、１回を予定しております。これに

つきましては現在、内容につきまして消防と協議をいたしておりますが、競技性の高

い内容にしてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。  

 小・中学生を対象とした防災学習会の開催を各地域の小学校などで行ってまいりた

いと思います。この学習を行うことによりまして、ふだんから防災意識を習得してい

ただきまして、いざというときに自分がどんな行動をとらなければならないのか、ま

た、中学生につきましては、自分は何ができるかなどを考えてもらうよい機会になる

ので、どんどんと進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは以上で、平成２８年度の主な取組みの説明を終わらせていただきたいと思

います。 

 部会長、よろしくお願いいたします。  

○宗宮部会長  一旦ここで切りますか。 
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○前田地域活動支援課担当係長   

 引き続きまして、すみません、それでは資料２をご覧いただけますでしょうか。平

成２９年度の鶴見区の主な取組みの方向性といたしまして、説明してまいりたいと思

いますので、１枚めくっていただけますでしょうか。  

 それではまず、現状です。先ほどもご説明差し上げましたとおり、街頭犯罪の約６

割を自転車盗が占めております。  

 また、交通事故の現況といたしましては、全事故死者数に占めている自転車が関わ

る死傷者の数が約３割を占めております。  

 放置自転車も含めた自転車利用者のマナーの悪化が問題視されております。  

 それを踏まえて、課題ですが、街頭犯罪発生件数のさらなる減少を図る必要がござ

います。 

 特に、街頭犯罪の約６割を占めております自転車盗につきましての取組みを重点的

に推進する必要があるということでございます。  

 また、自転車のマナーアップにつきましての取組みを推進する必要があると考えて

おります。 

 平成２９年度の取組みの方向性でございますが、鶴見区の街頭犯罪発生件数の減少

に向けまして、区民、地域、関係機関、事業所などが連携・協働いたしまして、区民

のより一層の防犯意識の向上につながるよう、区を挙げての啓発活動を推進してまい

りたいと思います。 

 街頭犯罪の約６割を占める自転車盗につきまして、重点的に取り組むということで

ございます。 

 また、放置自転車も含めまして、自転車利用者のマナー向上をはじめ、広く交通ル

ールが守られるよう、区内関係機関などと連携いたしまして、交通安全の普及・啓発

活動に取り組んでまいります。  

 具体的には、平成２９年度考えられる取組みといたしまして、まず、地域・関係機
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関と連携した防犯対策事業につきましては、防犯推進委員さんを中心といたしまして、

各地域の団体・関係機関が連携した区内一斉防犯活動につきまして、今後、やり方も

検討はしていくんですけれども、１２地域で継続してやってまいりたいと思います。 

 区役所・警察署・各地域防犯組織、青色防犯パトロール隊、子ども見守り隊、防犯

推進委員さんによります合同連絡会の実施につきましても、引き続き行ってまいりた

いと思います。 

 自転車の二重ロックを推進するための鍵の取付けキャンペーンの実施ということで、

これにつきましても引き続き１２回実施してまいりたいと思います。  

 防犯カメラにつきましても、有用性が認められておりますので、引き続き来年度も

３０台の設置をしてまいりたいと思います。  

 また、防犯カメラが作動しているということを広く、歩いている皆様に知らせる意

味で、防犯カメラの表示物というものを掲示してまいりたいと思います。  

 次ですが、地域・関係機関と連携した交通安全対策事業といたしまして、これにつ

きましても今年度から引き続きまして、子育て層への交通安全教室の実施ということ

で、各地域で１２回実施してまいりたいと思います。  

 また、高齢者への交通安全研修会につきましても１回を実施させていただきたいと

思います。 

 園児の皆様への交通安全教室の実施ということで、これにつきましても４回の実施

を考えておりますので、よろしくお願いいたします。  

 警察署、区内の学生と協働した自転車マナーアップキャンペーンの実施ということ

で、これにつきましても４回行ってまいりたいと思います。  

 スケアードストレート方式による交通安全学習につきましても、２回の実施をして

まいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは、次めくっていただきまして、防災につきましてですが、まず現状です。

地域における自主防災の取組みについて、地域格差が生じている。  
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 ２点目といたしまして、区役所は災害時に災害対策本部として中核を担うこととな

りますが、装備品等、十分な体制がとれていないという現状でございます。  

 課題といたしまして、区全体の防災力の強化を図るためには、自主防災活動におけ

る地域格差の解消が不可欠でございます。訓練の実施につきまして積極的に働きかけ

るとともに、災害時の中核を担う区災害対策本部と地域防災組織などとの連携・強化

を図る必要がございます。  

 区災害対策本部の機能強化と質的な向上ということでも課題を持っております。 

 平成２９年度の取組みの方向性といたしましては、区民、地域、区役所、関係機関、

学校等が連携した訓練などを通じて、区全体の危機管理対応能力の向上をさせたいと

いうことでございます。 

 地域の自主防災力の強化とそのための支援を行ってまいります。  

 自主防災組織による自助・共助の視点を盛り込んだ防災活動が活発に行われるため

の仕組みづくりや支援を行ってまいりたいと思います。  

 区災害対策本部の充実に向けた研修及び装備品の購入をしていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。  

 平成２９年度に考えられる取組みといたしましては、これにつきましても今年度の

内容を踏まえまして、引き続き、地域の自主防災力の強化のために、住民、関係機関、

三師会（医師会と歯科医師会、薬剤師会）などと連携しました訓練等を行ってまいり

たいと思います。 

 避難所開設運営訓練の実施を１２地域で行ってまいりたいと思います。  

 鶴見区震災訓練  安全・安心フェスタということで、これにつきましても実施を行

ってまいります。 

 つるみんピックにつきましては、今年度と同じく、平成２９年度も安全・安心フェ

スタと切り分けた形で開催を行ってまいりたいと考えております。  

 区職員への実働的な訓練の実施を行ってまいりたいと思います。  
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 以上、平成２９年度の主な取組みの方向性ということでございます。よろしくお願

いいたします。 

○宗宮部会長  ありがとうございます。平成２８年度の主な取組みと平成２９年の

主な取組みの方向性について、ご質問とかご意見があればお出しいただきたいんです

けれども、いかがですか。  

 どうぞ、植田委員。 

○植田委員  中学生の防犯のポスターは８７５件ということなんですけど、中学生

は区に何名いらっしゃって８７５件なのかなというのが知りたいのと、ちょっとすみ

ません、次々行きますよ。  

 高齢者の信号の駆け込みとか、色の見落としというようなこともあるんですけれど

も、高齢になられると、ちょっとした段差でもこけたりされるんです。なので、駆け

込みだけじゃなくて、ちょっとした段差とかということも気をつけていただきたいと

ころだなと。そういうところで、そのままぱたんと倒れて車が来たところでひかれて

しまうということもあるので、ビジュアルで見たことだけじゃなくて、見えない、隠

れたところの危険というところに、もうちょっと視点を置いていただきたいなという

こともあるのと、あと交通安全教室の園児のところで、園児に教えていくというとこ

ろも大事なんですけれども、よく道で、お子さんがいらっしゃるお母さんが偉そうに、

あんた何でそんなとこ歩いてんのよ、そやから車ひかれんねよって言って、こう子ど

もが言われてるのを見ると、僕すごく心が痛くて、ここは園児だけじゃなく、お母ち

ゃんももうちょっと優しく子どもに教えるものじゃないのというようなことが植えつ

けられたらなというふうに思います。 

 あと、小学生の夏休みの絵画の宿題の分は、どこに発表されるのかなというのがち

ょっと。ティッシュの裏なのか、どこかあるのかということと、これも中学校と一緒

で、小学校が１年生から６年生いる区の人口に対して何分の２０件なのかということ

が知りたいです。 
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 すみません、あと２つだけなんですけど、自転車盗は前年度からもずっと言ってる

分だと思うんですけれども、約６割というのは、府の割合なのか、市の割合なのか、

区の割合なのか、何の割合をもって６割というふうに言ってるのか。自転車を盗ると

いうところは、どこかの地点からどこかへ行くために盗るんだと思うんです。不便だ

から。じゃあどこで盗られて、どこで放棄されてるのかという区間をちょっと調べた

ら、何で盗られるのかなという糸口が見えてくるんじゃないのかなというのがちょっ

とあります。 

 あと、災害対策本部の中核を担うということですが、何をするのかなという。  

 あと、自主防災力の強化、何を持ってよしとして、どこを強化して、何か目標か何

かがあって強化するのであればいいんですけど、ただ言葉だけで強化と言われても、

何が強化なのか。組織をつくったことが強化なのか、何なのかというところがちょっ

と教えていただきたいなということ。 

 以上です。 

○宗宮部会長  多岐にわたって、議論のテーマにふさわしいような内容もあるんで

すけども、数字とか考え方のところで、区の見解ということも求められていると思い

ますので、まず答えられる範囲でちょっとお願いできますか。中学生の数なんてすぐ

わかりますか。 

○秋山地域活動支援課長代理   出してたんですけど、今、手元に持ってきてないん

です。 

○野村総務課長  今、手元に平成２６年度の数字がありますけども、中学生につき

ましては、平成２６年度で３，２３８人です。１学年１，０００人ちょっとぐらいの

数があります。 

○宗宮部会長  小学生はその倍ぐらいということ。  

○秋山地域活動支援課長代理   小学生、多分７，０００人ぐらいですかね。合わせ

て。 
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○河村区長  単純に掛けたらですよね。  

○野村総務課長  小学生は６，８１３人。 

○秋山地域活動支援課長代理   そうですね、合わせて１万人の記憶があるんですけ

れども。 

○野村総務課長  大体、学年１，０００人ちょっとぐらいの数です。  

○河村区長  絵画が２０で標語が。 

○前田地域活動支援課担当係長  ８７５です。 

○河村区長  ８７５。それで割合を出していただけたらと。 

○秋山地域活動支援課長代理   一応、小学校、中学校ともに校長会を通じまして、

全生徒にチラシをまいていただくという形はとらせていただいたんですけれども、特

に小学校のほうでは、もともと夏休みの絵画の宿題というのが、以前から定着してる

ものが人権なり、例えば選挙のポスターなりあるということで、チラシを工夫してま

いたつもりなんですけども、割り込めなかったなというのが反省点ですね。思いのほ

か出していただけなかったというのは、ちょっと私どものほうでも本当にやり方と言

うか、反省しているところです。 

○山下副部会長  結局、何のためにポスターを募集するかということと、描くこと

によって交通マナーをアップさせるというマインドを身につけるというところの遡及

がちゃんとできているかどうかだけだと思うんですよ、数字が云々というよりね。だ

から、そのテーマを持って校長会に説明している。これを描くことによって交通マナ

ーのアップを生徒に動機づけさせたいんですよということをちゃんと説明しているな

ら、それはそれで僕は十分だと思うんですけどね。  

○秋山地域活動支援課長代理   それは申し添えまして、チラシにもそういうのがあ

るから一緒に考えようねというような形でしたんですけど、なかなか。  

○山下副部会長  そういうことですよね。だから本来の目的がちゃんと明確になっ

ていれば、数字も大事なのか大事じゃないかわかんないけども、それなりにマインド
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を広めると言うか、効果はあるのかなと思うんで、それはもう引き続きやっていただ

けたらいいかなと思うんですけれども。 

○宗宮部会長  榎本小学校の子どもたちが描いたポスターを歩道に貼ったり、ティ

ッシュの裏に入れて配るという啓発活動をやっているんですけど、もう大分たちます

んでね、もうぼちぼち変えなあかん時期に来ていると思うんですけど、子どもの絵に

対して、子どもたちが物すごい反応するというのがあるんですよね。最初の今、現に

あるものは、榎本小学校の校長さんも大分頑張りはってんけど、応募件数がかなり少

なかった。どういう形で物になってくるのかということの説明がやっぱりできてない

と言うか、ポスターを募集しますというふうなところで、それまでなかったですから

ね。 

 これ、こんなふうに使われるんであれば、また出したいというような声は当然出て

きていますし、何種類かあって、全種類くれというようなことを子どもや親がいまだ

に言ってくるというのがあって、子どもの絵に対するそういう効果というのは物すご

く高い。そやから、うまく運用すれば、持続してやっていけるもんやというふうには

思いますんでね。 

 ただ、今、植田委員が言われてるように、数はちょっと寂しいなというのはありま

すけど、こんなふうに活用しますよというね、それもあわせて植田委員、質問されて

いましたけど、こんなふうに活用しますよということをもう少しアピールしたら、続

けることで、榎本のあのティッシュね、もう長いことまき続けたから、あれもうちょ

っと更新していくというふうにすれば、こういったことの今、山下副部会長が言われ

たようなことの効果は、上がってくるのと違うかなという感じはしますね。 

○秋山地域活動支援課長代理   そうですね。活用の方法につきましても、今ご質問

あったと思うんですけれども、各地下鉄なり放出駅なりで地域の方と協働で行ってお

ります放置自転車のキャンペーンで、ティッシュを一緒にお配りしてるんですけれど

も、そこに絵を刷り込みさせていただいて、子どもたちがこういうことも考えてるよ
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というのがわかるような形で、行きかう人に配っていただくというのと、あと駐輪場、

区内に何カ所かありますけれども、そういうところとかに絵をきれいにコーティング

をして貼らせていただいたりですとか、あと事業所等でご協力いただけるところがあ

れば、そういうところにも貼っていただいたりというような形で、交通安全の絵画に

ついては活用させていただこうと思っています。 

○河村区長  そういう意味では、もっとこんなふうに使ったらええでとかというの

があれば、また後ででも教えていただけたらありがたいですね。  

○秋山地域活動支援課長代理   あとは、高齢者の方の交通安全の関係で、マナーと

言うか、技術的なところだけじゃなくて、道路そのものの安全もということでおっし

ゃっていただいていましたので、またこの点につきましては、道路管轄の建設局とも

一緒になりまして、危険なところがありましたら、点検やそういうところで対応など

進めていきたいと思います。  

 あと、園児、子どもだけじゃなくというところでいきますと、各地域の子育てサロ

ンに安全対策職員が入らせていただいてるのも、まさにそのところの１つでもありま

して、やっぱりお母さん、保護者の方が一緒に取り組んでいただかないと、子どもっ

てやっぱり親を見てるよねというのは、前からもいろいろとご意見もいただいてます

ので、子育てサロンに入らせてもらってるというのは、そういうところが１点ありま

す。 

 あと、小学生の保護者さんにはどんなふうにアプローチしていったらいいんかなと

いうのは考えどころなんですけれども、実際には警察が、全部の小学校に何回も交通

指導ということで入っているというのは聞いておりますので、そこに区として一緒に

何かできればというのと、あと地域のほうで、実際に茨田南さんですとか何カ所か、

土曜授業という形で地域の方も一緒になって、保護者の方も入っていただけるような

時間帯に交通安全教室を開催していただいてるところもありますので、またそういう

ところとも一緒になって、保護者の方、大人の方に対しての啓発もあわせて進めてい
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きたいと思います。 

○宗宮部会長  自転車盗の６割がどういう数字か。  

○秋山地域活動支援課長代理   ６割で使わせてもらってますのは、鶴見区の街頭犯

罪件数の中の６割です。 

 ただ、大阪市全体で見ましても、結局比率はどこの区もなんですけれども、やっぱ

り一番高いのは自転車盗という形にはなってます。街頭犯罪そのもの自体は、年々、

鶴見区のほうも下がったり上がったりというのはちょっと見る月によって変わってく

るんですけれども、やっぱり自転車盗というのは減らない。  

 以前の区政会議でも実際、あったご意見なんですけれども、何で自転車盗が起きる

のか、盗った自転車を使って別の犯罪に利用したりとか、そもそも犯罪の、大もとで

はないですけど発端になっているようなことも考えられないかということではご意見

いただいてまして、ただ、警察もそこまでは実際出してないというところで、なかな

か立証と言うか、数字上あらわすことは難しいんですけれども、ただ、やっぱりいろ

んな何かの事件の折りとかに、例えば盗難車とか、そういうことも聞いたりするので、

やっぱり悪用しているケースは多々あるのかなと思ってます。だからそういう意味で

言うと、やっぱり自転車盗については、区民の方に気をつけてくださいという啓発と

か周知というのは続けていかないといけないと思っております。 

 あと、災害対策本部が何の中核かということですけれども、万が一の大きな災害が

起きましたときには、区役所が区災害対策本部ということで実際に立ち上がりまして、

区長を本部長といたしまして、いろいろな関係機関、また地域が避難所を開設をされ

たりしたときに、大阪市との間に立ちまして、例えば支援物資がどうであるかとか、

被害状況はどうであるかというような、そこの状況把握をしながら、次にどういうこ

とをしていっていただいたらいいかというようなことで、一緒に取り組んでいかない

といけない場所になるかと思ってます。本当に大きな災害になりましたら、それこそ

大阪府や国とも連携しながらやっていかないといけないようなこともあるかと思いま
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すので、そこで言うと、区の一番のいわゆる指示出しをする場所であると思っており

ます。 

○小川地域活動支援課長  自衛隊の要請とか、そんなのも出てくると思います。  

○秋山地域活動支援課長代理   あと、自主防災力の強化をどういうふうに考えてい

るかというところで言うと、これもまた非常に難しいなと思っているんですけれども、

毎年、各地域の震災訓練ですとか、あと地域防災リーダーさんが中心となって、いろ

んな取組みをしていただいている中で、実際に何をもって図るかと言われますと、ア

ンケート調査とかになってきたりはするのかなと思うんですけれども、例えば地域の

震災訓練を計画していただく中でも、いろいろと各地域によりまして取組みを考えて

いただいてます。これまででしたら、例えば何月何日に小学校で集まって、順番に水

消火器とか毛布担架つくってみましょう、というところが多かったんですが、例えば

榎本地域では、高校ですとか中学生の方も入れながらのもっと大きい規模での訓練の

想定をされたりですとか、横堤で言いますと、各町会単位で、小学校に集まるまでに

各町会がまちなかで自分達ができる訓練をしてから来るかとか、茨田西地域では、い

わゆるまちなか訓練ということで、場所場所で自分たちの地域の特性をいかした訓練

というのを考えていただいたりもするようになってきてるところが出てきております。

そういう自主的に各地域で、いろんな訓練も含めまして発想が出てくること自体も、

いわゆる自主防災力が上がってきてるところではないかなと思っております。  

○宗宮部会長  自主防災を何をもってというのは、まさにこの議論、この場で議論、

さらに深めていくという内容かなというふうに思いますけれども、植田委員、今お出

しいただいた質問については、以上の内容でよろしいですか。  

○植田委員  はい。 

○宗宮部会長  はい。それではちょっと具体的に、順番に自転車のテーマからご意

見をお伺いいたしたいと思いますけれども、今、植田委員のご質問の中で、高齢者と

園児、乳幼児ということで、啓発の取組みをされてるということでご質問もあったん
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ですけども、そのあたりで何かご意見があるのであれば出していただきたいと思いま

すし、気がつくのは、現役世代へのアプローチがないということなんですね。  

○秋山地域活動支援課長代理   なかなかできてないです。  

○宗宮部会長  これはもう非常に悩ましい話なんですけどね。  

 植田委員、どうですか。 

○植田委員  そうですね、現役の方は。  

○宗宮部会長  依然６割で、犯罪の入り口になってるとか、あるいは若い子が気軽

にというふうなところで、そういった犯罪に、言ったら手を染める入り口にもなって

るんと違うかというふうなことは前からも議論が出てて、やっぱり街頭犯罪全体を圧

縮していくためには、自転車盗にポイントを当てた取組みが必要であるということに

ついては、皆さん一致するところやというふうに思うんですが、自転車盗自体が横ば

いというようなお話もありましたけども、放置自転車については取組みの成果がかな

り上がっておる。 

 また、全体にどういった要因になっているのかという社会学的な分析はよくわかり

ませんが、かなり撤去台数自体が、榎本、放出は我々の成果だと言ってるけど、我々

の成果だけであれだけ減るわけではないというふうには思うんですよね。  

 非常に大きな成果を全体としては上げてきているということから、単に撤去をした

らええとか、マナーアップなんだというふうなことだけでは、やっぱり次、何してい

くのかと。転換をやっぱり考えていけへんかったら。平成２８年度までポイントとし

て押さえなあかんところ押さえてると。これから先どうしていくねんということにつ

いて、やっぱり平成２９年度の中で、平成２８年と同じ内容ということについては、

ちょっと何か考えていくということが必要な時期に来ているのかな。正直言って、撤

去してくれというふうに我々強く要望していますし、もう大阪市がそれに応じて、放

出駅前なんか相当回数取りにきてくれているんです。 

 ただ、やっぱりね、１回来るのに自転車５台とか、もう１０台に満たないという状
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態で走っているという状況は、非常に大きな成果を上げているんだという一方、ああ

いう税金の使い方でええのかと、最近は逆にちょっと思い出しているというのが正直

ありましてね、放置自転車対策、マナーアップの啓発は続けていくつもりをしている

んですが、次の手は何なんかということをぼちぼち考える時期に来ているのかなとい

うふうな感じもちょっとしますけれども、そのあたりはいかが。  

 どうぞ、西口委員。 

○西口委員  もともと皆さんの意識がね、自転車は、高価なものであろうが、いろ

んなランクがあるんですけども、実際、自転車そのものを軽く考えて、結局これ何ぼ

か出したらまたさらが入んねんとかね。そういう保険制度がありますよね。  

 そういうことじゃなくて、例えば３万円の自転車を買ったら、免責としてもう２万

円払わなければいけないとかね、例えば車の保険で言えば、事故を起こしたら、事故

の軽い、重い、それは車両だけで済む問題かとか、いろいろ等級があって、２０等級

の方がその保険を使えば１８等級になるとか、いろいろ免責の額って決まっています

よね。自転車も車両の一部なんだから、根本的に言えば、そういうこともやっぱり必

要なんじゃないかな。買う段階で、例えばこの自転車３万円で買いました。次の同じ

ような自転車を買うんやったらもう３万円の免責要りますよとか、そういう形のもの

をやっぱり設けないと、なかなか。いや、次買うで、安うで入んねや、別にかめへん

ねん、持っていってもかめへんねん、っていう意識がやっぱり強いんじゃないかなと

私は思うんですけどね。 

 だから根本の問題ですわな。買う側の問題がものすごくあると思うんですよ。  

○宗宮部会長  区で解決できないような。 

○西口委員  区で解決できないと思うんですけども。 

○宗宮部会長  ただね、大事な議論やと思います。やっぱりそういうことを押さえ

ておかなかったら、かつて高価な自転車というのが今、もうめちゃくちゃ安くなって

いますからね。 
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○西口委員  ただ、区では解決できなくても、例えば保険屋そのものに、自転車協

会に対しても働きかけるとか、そういう間接的なことはできると思うんですよ。区が

抜本的に解決できない、それはわかっていますよ。だからそういう間接的なことで働

きかけてくれないかと。おまけに、先ほど税金の無駄遣いどうのこうのと言われまし

たけども、いずれ自分の身がだんだん締まってくるわけですよ。やっぱり高い税金に

なってしまったとか。そういうことはやっぱり未然に防ぎたい。  

 ごく一部の方のために、まともにやっている方が実際、犠牲を払ってしまわれてい

る。それが残念だなということも当然ありでね。ただ、区役所がそんな保険まで関与

せえとかそうじゃなくて、指導をしていただきたいなということです。それに関して

はどうなるかわからないですが、これ１つの意見。もう根本的にそういうこともやっ

ぱり可能なんじゃないかな、またしていただきたいなということで。 

○山下副部会長  地域で放置自転車を撤去してどこかにストックして、そこに人を

つけて、返してほしい人から返還料を取るというのは。 

○西口委員  いや、実際でもそれはありますよ。 

○山下副部会長  そういうのもＮＰＯでやるみたいな仕組みづくりってあったらい

いかもしれないですね。 

○西口委員  実際、自転車撤去されました。取りに行きました。３，０００円払っ

てください。それはもうやっていますので。 

○山下副部会長  多分あそこの下に行っても何ぼか。 

○宗宮部会長  安田。 

○山下副部会長  安田行っても何ぼか取られますよね。  

○西口委員  私もそれ１回経験ある。必死で取りに行きました。  

○山下副部会長  それが例えば放出の駅前なら、放出の駅前か、わきのスペースか

何か、その場で解決させて、なおかつ市から委託受けて、撤去することの許可と返す

ときの回収。 
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○宗宮部会長  放出駅前１０年やってますから、そんな意見、当然出てて、リヤカ

ーに積んで阪東大橋の下、今、有料になってるんですけど、無料やったですから、あ

そこに運ばさせてくれと。リヤカーに積んで運ぶぐらいのこと地域でやるんやから、

そのことに何の文句があんねんというやりとりは、過去何回かしてるんですけどね。 

○山下副部会長  いやいや、だからそれはそういう事業を立ち上げ、許認可とか、

いいよ、悪いよっていう話になってくると思うんですけど、実際、ＮＰＯいろいろや

ってますよね。自転車直して、修理できる。 

○宗宮部会長  レンタサイクルに回すとか。 

○山下副部会長  レンタサイクルに回すとか、そういうのはちょっとこねれたら、

さっき言ったトラックを走らせる経費も売り上げやけど、その経費がそっちのＮＰＯ

のほうの委託料に回ってしまうとか、そういうふうな仕組みってひょっとしたらでき

るのかもしれないですね。それこそ地域で解決する、鶴見区の放置自転車は鶴見区で

解決するみたいなことをしてしまうと、それはいろいろちょっと先、長い話やし、い

ろんな許認可とかの話になってくるかもしれないですけど。  

○宗宮部会長  ３駅の対策として、啓発もやりながら、台数減らしてきてるという

経過の中で、新しい考え方と言うか転換の時期に来てるということで、撤去にかかる

地域の関わりの可能性というふうなこと、あるいは買いかえで中古自転車やったら５，

０００円も出したらあるという時代の中で、気軽に乗り捨てるとか、あるいは盗って

も犯罪としての意識がなかなか芽生えないというふうなことに対して、どういう手を

打っていくのか。自転車を使用することに対する何かチケットを持たせる、バウチャ

ーみたいな形で持たせるというふうなこともあるかもわかりませんね。それは提言と

してあると思うんです。 

 それともう１つ思ってるのは、サイクルロードが区内に１カ所もないという話、前

にもちょっと出てたと思うんですけど、自転車を、言うたらちょっと悪者にして、啓

発の対象やとか、自転車を追い込んでいくとか、マナーをよくしなさいということや
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なくって、逆に自転車のまちづくりということで、言うたらね、バスがなくなってい

くんやったら自転車が走りやすいようなサイクルロードを、緑地を中心に四方八方に

つくって、自転車がまちづくりのもっと中心に鶴見区がしますよとか、あるいは、ち

ょっと本読んだら、買い物客の客単価は、車と自転車とえらく変わらないらしいんで

すね。だから商店街にしろ、自転車で買い物がしやすいまちづくりをするとかね、何

か現役世代へのアピールということで言えば、自転車を使うと何がしかの利得と言う

か、自転車を使うことが何かいいことやねんというようなアピールも、マナーで、し

たらあかんということやなしに、自転車で呼び込むというような考え方に発想を転換

していくというのも、マナーアップキャンペーンがある程度、成果持ってきた今、考

えていくような方向が必要なんと違うかなという感じしますけどね。  

 サイクルロードは、色を塗りかえるだけでサイクルロードやと言うてるところが結

構ありますからね。 

 ただ、所管が区役所でないというようなことで、なかなか難しい課題やろとは思う

んですけどね、鶴見緑地と自転車と鶴見区内というような発想で言えば、絵の描きよ

うはあるのではないかなという感じがしますけれどもね。  

○山下副部会長  罰金取るのは難しいかもしれないけど、マナーのいい人に対して

何かの報奨を出すというのはやりやすいですよね。マナーアップカードみたいなのを

１０枚ためたら何かくれるよ、つるりっぷバッグがもらえます、みたいな。 

 罰金よりは報奨のほうがやりやすいですよね。 

○宗宮部会長  確かに、あかんでという、説教するという方向で物言うんじゃなく

て、やっぱり褒めるということを誘導していく方向。  

 今の自転車の話ですけど、こんな高価な自転車だれが買うねんって思っていたんで

すけどね、子どもの保育園送り迎え用の自転車、結構走っていますよね。やっぱり大

事なとこには皆さんお金を使いはるわけで、大事なもんやねんというような意識を持

ってもらうような、あかんやなくて、ええという方向を引き出していくということを
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考えていく必要があるのかなというふうに。 

○田中（泰）委員  自転車盗が多いということですけど、私、この歳まで生きてき

て、自転車盗に遭ったことはないんですね。２ロックもしてません、１ロックです。

自転車盗に遭う自転車というのは、一体どういうところに置いてはるとか、私は普通

にスーパー行ったら駐輪場につけますし、普通つけていいとこにつけてますよね。そ

うすると１回も盗難に遭ってません。こんなに多いというのは、皆さんどこにつけて

はるんやろ。 

○西口委員  盗る者の心理としては、フィーリングと思います。そこにあるから、

便利やから乗ってしまうとか。何もそこまで見てないです。計画的に盗るのは別です

よ。 

○山下副部会長  多分、基本鍵かかってないということでしょ。だからぽんと押し

て動き出したら乗っていくという話やと思うから。  

○田中（泰）委員  そしたら、区役所さんでデータ取って調べていただきたいとか

言っても、そんなんはまちまちで無理ということですか。  

○宗宮部会長  前にちょっと出てて、市営住宅の駐輪場とか、そんなんからも結構

被害が出てるというお話がありました。だからたまたまなんでしょうね。  

○山下副部会長  たまたまですね。疲れたときに、鍵のかかってない自転車が。  

○西口委員  本当に自転車で商売しようと、おかしな言い方なんですけども、悪い

ことをする、その自転車を売るという人は、前もってねらってますよね。 

○宗宮部会長  高級なやつですか。 

○西口委員  だから、自分の自転車が何で盗られるんやろというときには、絶対僕

はフィーリングでしかないと思います。自分の家へ帰るための足として使うとか。だ

からよく町会で見ない自転車がほってあるのは、そういうことなんかなと思って。 

○田中（泰）委員  乗り捨ててあるということ。  

○山下副部会長  でも、逆に言うと、犯罪を誘発させてしまっているわけやから、
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罪つくりなわけですよね。  

○西口委員  でも、中には鍵を壊すやつもおるしね。  

○宗宮部会長  おりますね。 

○山下副部会長  本当にいくやつはいってまいよるやろうし。 

○西口委員  だからその度合いはわからないんですが、鍵のかかってない物を瞬時

によう見つけられるもんやと私は思う。 

○田中（泰）委員  たくさんの中でね。 

○宗宮部会長  普通のロック１つのやつは、簡単に曲がって簡単に取れるんですよ

ね。鍵なくして、ぱっと回して、職場へ行ってねじ回しで取ったらええわと思って走

り出したら、すぐ呼びとめられますね。 

○山下副部会長  結局、最終的には啓発ですよね。  

○田中（泰）委員  どんなところやから気つけなあかんという、そんなんもう全然

無理というか。時間帯もね。 

○秋山地域活動支援課長代理   時間帯は、市民局が出してる分なんですけど、発生

時間で言うとお昼間がほとんど。 

○宗宮部会長  酔っぱらいというわけではないんですね。  

○秋山地域活動支援課長代理   夜中だから盗られてるというわけでもなさそうなん

です。これを見てると。 

○西口委員  時間帯はいつからいつ。 

○秋山地域活動支援課長代理   統計でいくと、昼間が夜間より３倍ぐらい、２～３

倍多い。 

○西口委員  例えば１０時から４時までとか。  

○秋山地域活動支援課長代理   昼間は、７時から１７時という間。 

○宗宮部会長  丸々ですね。 

○西口委員  えらい長いですね。幅がすごいですね、それ。 
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○宗宮部会長  もういつでもという感じやね、それやったらね。  

○田中（泰）委員  明るい間にごちゃごちゃしてたら人に見られますよね。  

○宗宮部会長  僕らね、どうしても２１時、２２時ぐらいから、もう邪魔くさいか

ら帰りにちょっと乗って、そこらへぽんとほっとくというふうなイメージで。 

○山下副部会長  遅い時間帯のイメージですよね。  

○田中（泰）委員  と思ってたんですけどね。そうでもないんですね。  

○秋山地域活動支援課長代理   結構、お昼間と言うか、夕方なのかもしれないです

けど。 

○山下副部会長  いや、だから逆と違いますか。この時間帯は取られへんという慢

心もあるのかもしれないですね。例えば、その昼間にコンビニに行って、ジュースを

１本買ってくる間に、あれっていうのも。  

○田中（泰）委員  今までコンビニは鍵をかけませんでした。  

○山下副部会長  かけないでしょう。だからコンビニに行って、ジュース１本買う

ときに鍵かけない人、多分いっぱいおると思うんですけど、そのタイミングでフィー

リングが合えば。 

○田中（泰）委員  狙われる。 

○山下副部会長  行ってしまうという。例えば、じゃあ啓発運動として、コンビニ

に入るときにも自転車の鍵をかけてねという啓発をするのかどうなのかなという話で

すよね。そんな感じと違いますかね。  

○田中（泰）委員  私もコンビニの人から言われましたから、鍵をかけてください

って。 

○山下副部会長  きっと多いんですよ、取られちゃったって。  

○宗宮部会長  苦情がね。 

○田中（泰）委員  電動自転車にかえてからは、鍵をしっかりかけています。  

○山下副部会長  さすがに。価値観の問題ですかね。  
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○宗宮部会長  ２８年度、２９年度、今の報告を聞いていたら、この場だけではな

いと思いますけど、この場で議論になっていることやアンケートの結果ということで、

区民の声を相当取り入れてもらっていると思うんですよね。防犯カメラの台数を増や

せとか、設置場所を工夫せいとか、スケアードストレートをもっと回数を増やしてオ

ープンにせいとか。駐輪場マップも民間の分も入れろというようなことも、この話題

になっていたと思いますけども、区が相当、我々の意見を取り入れた対応をしていた

だいているというのは、この２８年、２９年の内容を見たら、相当数話題になったこ

とやなというのは見えるかなと思うんですけど。  

 ちょっと話が移りますけれども、防犯の日のときにマンネリ化というのが話題にな

っていて、マンネリ化という指摘があったときに、茨田南の西田会長がほぼ回答を言

うてはるなと僕は思ったんですけど、やっぱり長年継続して、その自転車のやつも適

当な時間に回るということしか実際にはできないわけですけど、そういう取組みを地

域がやっているというのは、それなりの犯罪抑止ということでの効果は確実に持って

いるだろうと思うんです。ただ、同じコースを同じようなメンバーで漫然と回るとい

うことをしていたら、確かにやっているものは目に見えた成果、目の前で自転車に乗

っていきよるわけやないから、なかなか確認しづらいというのがあって。継続をして

もらうということで工夫はいるやろうということで、なかなか区役所がそうしてくだ

さいと言っていくのは難しいのかもわかりませんけど、西田会長のところがやっては

るように、コースを分けて、回った後、それぞれのコースがどうやってんということ

でまとめの会をやってみたり、あるいは最近来ないかなっておっしゃっていた警察が

最後までいて、警察の話を聞くなり、警察に言うなりということをするとか、そうい

う工夫がないと。漫然と毎月だらっと集まって、だらっといつの間にか解散している

という形で防犯の日をやっていると、全体としてマンネリ化という意見が出て来たと

きに、なかなか改革をするというタイミングを失って、防犯の日がもう継続できない

ということにもなりかねへんなというのは、この話題になったときに思っていまして。 
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 ２９年度、防犯の日は引き続きやるということで入っていますから、持ち方として

区役所としてできる話と地域が自主的にやる話というのがあると思うので、必ずしも

区役所からこうしてくれという話にはならないかもわからないけれども、最低、最初

熱心やった警察にもう一遍、熱心にやってくれというような押さえをしていただくな

り、何かそういうことは必要なのかなという感じはします。  

 自転車と防犯カメラの件については、こんな感じでよろしいですか。  

○西口委員  防犯カメラなんですけどね、３０台設置ということで目標台数ですか、

決められると思うんですけど、表示物の掲示というのは１台に対して１枚しかないん

ですか。 

○秋山地域活動支援課長代理   ここにあがっている表示物ですか。 

○西口委員  そうです、そうです。 

○秋山地域活動支援課長代理   これはまた別で、表現をどうしようと思ってこのま

まになっているんですけど、もともとカメラをつけた場合は作動中という表示物をセ

ットでつけているんです。今回、あげさせていただいている表示物の掲示というのは、

カメラそのものではなくて、前回全体会のところでご意見をいただいているんですけ

ど、カメラそのものばかりではなく防犯に対する取組みの１つとして、例えばダミー

カメラとか表示物ですとか、もっと違う観点でコストも抑えつつ効果のあるような防

犯対策というのは考えられないかなというところでご意見をいただいた分で考えてみ

たんですけれども、ダミーカメラそのものはやっぱり一目見てわかるというのが、い

ろんな人からご意見を聞いているとあるんですね。そんなパッと見てわかるカメラを

つけるのはどうなんかというのは思いまして。  

 ここで書いている表示物というのは、例えば鶴見区というのは防犯カメラをいろん

なところに設置していて、防犯に取り組んでいるまちですよというような表示物なん

ですけど、啓発の中身をまだ考えきれていないですけど、その文言によって、表示物

をいっぱいつけることによって、万が一悪いことをしそうな人が、鶴見はいろんなと



－28－ 

ころにそういう取組みをしているんや、どこで見られているかわからんというような

ことで、抑止が図れるものにならへんかなと思っているんです。  

○西口委員  表示物というのは１枚のプレートには限らないということですか。例

えば、ここに防犯カメラがありますよとか。  

 例えばですよ、うちの町会で言いますと、防犯カメラを設置していただきました、

その下に防犯カメラありというのは余りにも近過ぎて、防犯カメラを見ればわかるん

で。実際は、不法投棄がもとだったんですよ、防犯カメラをつけたいって。それと、

通学路とかあって、駐車している車が多いと。それに対してカメラをつけたんですけ

ど、目の前が企業さんの塀なんですね。こっちから防犯カメラが見ているんですが、

表示プレートがたった１枚しかないがために、防犯カメラがあるということの抑止効

果がないんじゃないかなと。だから、広いところにぽこんと１枚だけ張ったとしても、

ほかに企業さんの塀に駐車禁止とかいっぱい張っているわけですよ。それの間に隠れ

てしまって見えないと。でも、うちのほうで、コーナンとかそういうところに買いに

行って３カ所ほど張ったんですけど、それから不思議なことに１枚のときよりもなく

なったんですよ、不法投棄が。自転車にしても何にしてもほってあったんですけどね。 

 だから、そういうプレートもすごい有効だったんで、もし安価であるならば、それ

を大量に仕入れていただいて、大量に配っていただければ、防犯カメラ１台について

例えば３枚とか、用意していただいてもいいんじゃないかな、どうですかということ

なんですけどね。 

○秋山地域活動支援課長代理   ちょっと文言をまだ考えていますけど、イメージと

してはカメラがついていなくても、例えば、地域としてどこかにカメラを取り付けて

いるよみたいなので、通り沿いに何個もつけたりとか、そういうような感じでやって

もらおうと。 

○西口委員  そうです。だからつけられるような大きさというのはやっぱり横が１

０センチ、縦が３０センチぐらいだと思うんですね。プレートは一般的にも売ってい
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ますから、そういうのとかを、例えば１台につき５枚も１０枚もいらないと思うんで

すよ、３０台だったら１台につき３枚ぐらいは。それで足りなかったら、もう任意で、

そこの町会さんなり、防犯カメラをつけてくれと言ったところはまた用意するとは思

うんでね。 

○秋山地域活動支援課長代理   一応カメラと切り分けて、希望を聞いて取りつけた

いというところにつけていってもらおうかなと思っています。  

○西口委員  あれは１枚だったから見えなかったのかなとか。余りにも結果が出過

ぎたんで。 

○小川地域活動支援課長  地域ごとに対応ですよね。マクロじゃなくて。  

○宗宮部会長  それやったら、今西口さんが言ってはるように、１台につき３枚ぐ

らいは用意したらどうなの。１台あって前後に表示するというのは、車でもそうです

やんか。 

○秋山地域活動支援課長代理   来年度から。 

○西口委員  車にだって盗難防止警報装置って、助手席にも運転席にもつけますか

らね、みんな。後ろにもつけますからね。  

○山下副部会長  いっぱいつけといたらいいんや。  

○宗宮部会長  それは、ダミーカメラを買うよりは絶対にいいと思います。  

○西口委員  予算の関係もあると思うんですが。  

○秋山地域活動支援課長代理   あとは、カメラでいうと電柱、鶴見区の場合は関電

とかＮＴＴも頑張ってつけられるようにしているんですけど、そこに何枚もつけられ

へんかなというのはちょっと。そこは周囲という形ですよね。 

○西口委員  電柱じゃなくてね、その目線なんですよ。例えば、そこに不法投棄が

ありました。それをほろうかなと思って、あ、こんなプレートがはってあるわとなっ

たら、それでも抑止効果が働くので。  

○秋山地域活動支援課長代理   そこはそういうことも可能な形で検討させてもらっ
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て。 

○西口委員  無断で電柱にペタペタ張るというわけにはいきませんから。  

○秋山地域活動支援課長代理   張る場所の問題があるので、そこは地域のほうで確

保をしていただいてということになるかなと。  

○山下副部会長  一遍、どこかで見たんですけど、何とか区は防犯カメラ設置強化

中かな、それか、ここは設置強化地域です、区域ですとかいう、のぼりというか横断

幕というか、バーンと張ってあったと思うんですけど、あれって実際に特区的という

か、そういうのは今ないんですね。独自、区単位でやっているということですよね。  

○河村区長  そうですね。東淀川かどこかでも何か見たことがありますね。 

○山下副部会長  何か、見たことあるよね。 

○秋山地域活動支援課長代理   カメラの設置目的をどう考えるかなんですけど。  

○山下副部会長  だから、そのカメラごとに作動中という看板をつけるのも１つの

アイデアだし、鶴見区は防犯カメラを設置強化していますというのぼりなりをつくっ

て、目につくところにポンポンポンと。  

○秋山地域活動支援課長代理   イメージはそんな感じです。のぼりというか。  

○山下副部会長  そういうイメージののぼりとか。防犯カメラじゃないところにそ

ういうのはもうありますか。 

○秋山地域活動支援課長代理   それは鶴見としてはやっていないんで。  

○山下副部会長  やってないんやね。そういうふうな、鶴見区は防犯カメラの設置

を強化していますということを大々的に見えるように、のぼり、横断幕。  

○河村区長  徳庵の商店街とかね、そこらじゅうについてますよね。  

 

○山下副部会長  つけ過ぎてもあきませんよね。  

○宗宮部会長  そらそうやね。 

○山下副部会長  うそやろうみたいな。 
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○宗宮部会長  景色になっちゃうよね。  

○山下副部会長  大きくボーンと表示するのも１つのいい方法かもしれないですね。

それこそ区役所でいいじゃないですか、何とか全国大会出場みたいな、あんなんつく

って。あれみたいなものをダーンと４階から１階に垂らすとか。そんなに予算がある

かどうか知らないですけど。  

○田中（泰）委員  茨田北ではね、変質者が多いと思うんですけど、どうなんでし

ょうか、よそと比べて。犯罪発生状況というのを各会館に送っていただいていますよ

ね。よくあるんですよ、変質者がここそこで出ましたというのが。 

○秋山地域活動支援課長代理   ここ最近、本当に多いなと思っていまして。茨田北

がということでもないんですけど。 

○山下副部会長  １人のやつが大体同じ辺でやるから、そいつが出没したらその地

域ですわ。最近は諸口とか浜がちょこちょこ出てきています。 

○田中（泰）委員  多いんですよ、本当に子どもさんが狙われたら。  

○山下副部会長  そいつが捕まったらなくなるんですよ。  

○田中（泰）委員  １人なんでしょうかね。人相とかばらばらですよ、年齢も、見

ていたら。で、１回統計をとってって言っているんですけどもね。  

○山下副部会長  多分、見た子の証言も本当に正しいかどうかはわからないから。

子どもが見たらおっさんに見えるけど、おっちゃんが見たら若く見えたりね。そんな

んもあるから。 

○田中（泰）委員  それはありますね。それも送っていただいていますけど、それ

を拡大コピーして会館の前に貼っているだけで、うちではそれ以上進んでいなかった

んです。また出たで、うん、捕まらへんなと言って怒ってはるんでね。私ね、こうい

うことを広報で取り上げませんかって言ったんですわ、報告会の中で。だから、会館

前に貼っても会館に来はらへん人はどこでおこっているかわからへんから、各町会長

にも配って、掲示板に貼ってもらったらどうかというのも言っているんですけど、皆
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さん、そんなのはされているんですね。  

○宗宮部会長  うちは、フェイスブックにすぐ上げるというふうにしますけどね。  

○田中（泰）委員  フェイスブックを見る人、少ないんです。  

○山下副部会長  あとは、あんまちメールの普及ですよ。  

○田中（泰）委員  それもね、皆さん見られないから。  

○山下副部会長  あんまちメールは勝手に入ってきますから。これ、みんな、意識

して家を出ようねっていう。ただし、絞って入れないとえらい目にあいましたよね。  

○田中（泰）委員  子どもさんがかわいそうやから、何か手はないかと思うんです

けど。捕まったという話を聞かないんですわ。だから、抑止力ということで考えます

と、掲示板にこんなのがまた出ているからって貼りたおしてもらうとか。で、広報で

書いてやろうかなと。 

○山下副部会長  昔、交番速報ってありましたよね。最近は余り見ないですよね。  

○秋山地域活動支援課長代理   私はちょっとそれ、わかっていないです。  

○宗宮部会長  回覧板に、最近そういったら交番速報っていうの見ないですね。  

○山下副部会長  見ないですね、昔来とったけど。 

○宗宮部会長  前、しょっちゅうね、回覧板。  

○山下副部会長  しょっちゅうやってくれてたけど。  

○宗宮部会長  警察から。 

○秋山地域活動支援課長代理   今、もうあんまちメールにかえてるんですかね。 

○山下副部会長  そうか、交番のこれもあんまちメールで。  

○宗宮部会長  いや、交番からプリントは来ますけどね。あれ、そう言えば、タイ

トルが違うかったですね、確かね。 

○山下副部会長  昔よく、交番速報でパパパっと張ってくれて。  

○河村区長  そんなんしかなかったからね。 

○山下副部会長  その辺に貼ってくれていましたよね。 
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○田中（泰）委員  そういうのがあったら、それのほうでも書いてもらって、皆さ

んの目に触れる。うちの近所、ここが出るんやと思ったら、夕方でも出てもらったら、

子どもさん助かりますしね。 

○西口委員  暗いところに多いんですか。晩に、暗いところというか暗いときに。  

○田中（泰）委員  そうでもない。 

○河村区長  逆に明るいところでやるかもしれません。  

○山下副部会長  見えないと意味がないから。 

○宗宮部会長  大体、その手ですよね、今暗いところに出ているのは。  

○西口委員  暗いところやったら、街灯を増やすとかそういうことの対策はできる

と思うんですけど。 

○山下副部会長  明るいところの車と車の間とかね。  

○田中（泰）委員  そうですね、何かすき間に。うちの青パトを置いているところ

が出るそうなんです。ちょうど隠れるんですって、道が曲がっていて。  

○西口委員  その種類って、ごめんなさい。露出とかそういうことですか。  

○宗宮部会長  露出が今、出ているの多いですね。  

○西口委員  暗かったら効果がない。それでしたら、やっぱり防犯カメラですね。  

変質者が多いということで、今出ている内容ですんで、そういった対策も必要かと思

います。そういう意味で言ったら、月１回の防犯の日もそれなりの効果、実際の地域

が動いているという状況と、防犯カメラを要点、要点でつけているということで、対

策としては有効なんだと思いますのでね。青パトとあわせて、引き続きそういった取

組みを進めていくということで、２９年の取組みについてもそういう形でお願いした

いと思います。 

○山下副部会長  １ついいですか。高齢者の安全研修なんですけども、今、座学で

やっていますよね、座って話を聞くというのをやっているんだよね。  

○秋山地域活動支援課長代理   今、座学。はい。 
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○山下副部会長  それはもう限界があるのかなと思うんですよね。本来ですと、実

際に自転車に乗って、自分がふらついているという認識をしっかり持ってもらうとか、

そういうことをしたらいいのかなと思うんですけど。でも、スケアードストレートが

ありますよね、今度、２３日やったっけ。  

○宗宮部会長  ２３日ですね。 

○山下副部会長  あの後、例えばその仕組みというか、セットみたいなのがあるん

ですかね。でもあれ、あの人らのものか。  

○秋山地域活動支援課長代理   業者のもの。 

○山下副部会長  業者のものやね。それを使ってどうのこうのというのは無理なん

やね。だから、そこは無理にしても、実車で研修してっていう。多分、座学になって

くると毎回来る人は一緒やし、じゃあ、本当にこの座学が意味があるかと言ったら、

難しくなってきてるし、毎年になったら余計にね。  

○田中（泰）委員  子育て層のほうには子育てサロンさんのほうに行ってはります

よね。これ、老人会もね、単位の老人会。月１回とか２カ月に１回集まられています。

そこら辺に出向くというのは。  

○秋山地域活動支援課長代理   警察のほうで、ふれあい喫茶とかには顔出しをされ

ているというのは聞いていますんで。  

○田中（泰）委員  それは来ていただいています、年に２回ほどね。  

○秋山地域活動支援課長代理   また、老人会とかも定期的にされているんであれば、

情報提供させていただいて。 

○山下副部会長  でも大体、老人会に行っているのは振り込め詐欺が多いですね。 

○秋山地域活動支援課長代理   生活安全のほう。 

○田中（泰）委員  それも関係ありますよね。  

○宗宮部会長  特殊詐欺がめちゃくちゃになってきているから。  

○山下副部会長  増えてきているんですよね。  
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○秋山地域活動支援課長代理   山下委員がおっしゃっていただいていた実際の研修

とか考えへんのというのは、前も言っていただいていたんで、一応情報提供をして、

どうしようかというのは言ってたんですが、実際、本当に夜というか暗い中でやった

ら危ないなというのも言ってたんで。  

○山下副部会長  やって、骨、折れたと言ったら身もふたもない。本末転倒も甚だ

しいからね。 

○秋山地域活動支援課長代理   やったらおもしろいかなとは思いますが。 

○山下副部会長  あそこの自動車教習所とかあるじゃないですか。あそこに行って、

子どものエルボーとかのカバーを全部してもらって、ヘルメットもちゃんとかぶって

もらって走ってみるとかそういう。それとか一本橋を渡ると言ったら厳しいから、そ

の線と同じ幅の線を引いてまっすぐ行ってみるとか、いろいろやれる。  

 最初からたくさんでやるんじゃなくて、１０人程度おじいちゃん、おばあちゃんを

集めて一遍やってみるとかね、そんなんも。それで、いろいろノウハウをつかんでき

て、３０人単位、５０人単位でできるような仕組みがつくれれば、あちこちでやって

みるとかね。最初から、本来あるべき姿を求めて、それをボーンとはめ込もうとする

んじゃなくて、物すごい極端な話をしたら、１人、２人のおじいちゃんを捕まえて、

ちょっと実験やと言って、走らせてというところから始めたら、何か形になっていけ

るのかなと思いますね。 

○宗宮部会長  高齢者食事サービスなんかで、こんな５分、１０分以上、時間をと

れませんからね。そやから、地域へ来て話をしてもらうというようになれば、今おっ

しゃっているようなインパクトのあるような内容で、短時間でというふうなことでし

かなかなか話ができへんから、せいぜいヘルメットをかぶってくれぐらいのことしか

啓発というのは無理なんで。何か区民ホールに集めてというふうな形での研修という

のは、ちょっと確かにしんどいやろうなというふうに思う。 

 ただ一方で、自分のおやじを介護したときの経験やったり、駅前で自転車のキャン
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ペーンをやっているときなんですけど、歩けないお年寄りが自転車に乗るんですよね。

自転車に乗ると買い物に行けるんですよ。うちのおやじもパーキンソン病のはじめや

ったんですけどね、後から気が付くと。それで、歩かれへんからと言って、自転車に

乗っては坂道で顔からこけるみたいなことをよくやっておったんですけどね。やっぱ

り、歩かれへんから自転車という選択肢で事故におうてはるお年寄りって結構おるん

じゃないかなと思うんですよね。その人たちに対して、研修会であかんねんでと言っ

たって、なかなか通じへんというのが実態としてあるんかなという気もしますけどね。  

○小川地域活動支援課長  ひとり暮らしの高齢者の方々は、買い物に行こうと思っ

たら自転車しかないですもんね。それをどうするかというのありますよね。不思議で

すね、うちのおじもそうなんです。  

○宗宮部会長  でしょう、歩かれへんかったら自転車に乗るなよなと思うねんけど。

実際に危ないのは、それが一番危ないですもんね。  

○小川地域活動支援課長  危ないですね。でも買い物に行こうと思ったら、それを

使わないと、毎日毎日ヘルパーさんに来ていただくわけにもいかないし、自分たちが

買い物について行ってあげるわけにもいかないから、難しいですね、本当に。 

○宗宮部会長  有償ボランティアを活用したら。  

○小川地域活動支援課長  鶴見区ならできる。 

○宗宮部会長  あいまちを活用してもらうとかね。  

 すみません、時間的にあれなんですけど、防災のほうの話が、自主防災の定義とい

うところから、一番最初に話があったんですけれども、やっぱり自助・公助、まあ言

って。 

 この間、消防が来られて、災害、地震が起こったときの生存者救出のパーセンテー

ジが、消防が助けたんが数％やと、みんな、隣近所に助けてもうとるんやという数字

を聞いて、ちょっと僕も驚いたんですけど。改めて、区と連携しながら、自主防災と

いうことをきちっと押さえておくということの重要さを、消防の話を聞いて本当に思
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ったんですけど、防災リーダーの方がつるみんピック、鶴見区オリジナルやと思うん

ですけど、相当モチベーションが高まっていると。で、競うことで、よその連合との

対抗意識ということで結構楽しくやっておられるということがあるので、消防との連

携の中で、競技種目をもうちょっと洗練化させるとか、定型化させて、誰でもそれを

まねできて、防災リーダーだけでなくて、地域の訓練でもそれを活用できるとか、す

そ野を広げて、防災リーダー、地域の選手みたいな形でそこへ行って、それもぜひ褒

めてやってほしいと思うんですけども、そういう動きというのは大事にしてほしいな

と思いますけれども。 

○河村区長  賞状だけやったらな。 

○秋山地域活動支援課長代理   今、賞状だけです。 

○河村区長  商品も出す。 

○秋山地域活動支援課長代理   それでも、あの賞状だけでも本当に熱心で。  

○山下副部会長  ７万円のトランシーバーください。  

○宗宮部会長  今、始まる前に話をしてたんですけど、うち２年かけて４台買った

んですけど、以前もらっていた区のやつというのは、見えるところでしか話ができな

いという、ほとんどおもちゃに近い。学校の中でやったら活用できるんですけど、そ

れが地域になるとほとんど使えないというやつやったんですけれども、去年、おとと

しと買ってみたら、榎本の対角線上で届くんですよ。買ってみて、ああよかったと思

って。このトランシーバー、７万円もして届かんかったらどないしようかと思って買

ったら、届いたんです。対角線で、真ん中に中継いるかなと思ったら、中継なしで榎

本の端から端まで届くんですよね。防災用のトランシーバーということであれば、基

地局の申請を出すだけでそれが整備できるということなんで、今、区と各福祉会館と

の間でのトランシーバーもありますけど、やっぱり一番大事になってくるのは、防災

リーダーが使いこなす情報の伝達手段を持つということが。  

 あれもね、突然もらっても使われへんのですよ。電話と違うから、ちゃんと押さえ
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てしゃべって、離して聞きなさいと言ったって、なかなかできへんのでね。やっぱり

できるように訓練しておかなかったら、せっかくもらっても使い物になれへんという

こともありますんでね。実際に買うときに、本当によそにお勧めできるようなものな

のかという不安があったんですけど、あれはお勧めできますんでね、ちょっと区のほ

うでも。まあ言ったらね、買ってもつかわへんわと言ったら、本当に宝の持ちぐされ

でもったいないですから。やっぱり使えるところには整備をするということをしても

らったらどうかなというふうに思いますね。 

○山下副部会長  予算、あるんですか。 

○秋山地域活動支援課長代理   微々たるものですけど、一応、毎年各地域のほうに、

いわゆる救助資機材的なものの予算は確保しているんですね。その一部が、委員のお

っしゃっていたトランシーバーに昔なっていると思うんですけど、当然、一遍に１２

地域にそれなりの数っていうことになると、単価がそういうふうになってきてしまう

ので。 

 今日も実際、地域防災連絡会ということで、各地域の災害救助部長と防災リーダー

の隊長さんに定期的にお集まりをいただきまして、いろいろと情報共有とかさせてい

ただいているんですけども、その中で、今年で言うと、一応別のものという話になっ

ているんですけど、例えばそこの部分を今後ですね、来年とかで一遍には無理ですけ

ど、地域ごとで何カ年計画とか、そういうことでもお許しをいただけるんであれば、

検討も可能なのかなとは。  

○山下副部会長  ２台１セットで、例えば２台あって、これめっちゃ便利やなとい

ったら、地域で３台目を買おうかというふうにもなってくるかもしれないし。 

○秋山地域活動支援課長代理   どこまで区のほうでというのはあるんですけど。  

○宗宮部会長  防災訓練の前日の夜間訓練のときに、前にもらっているあまり届か

ないやつを、どれだけ中継して、伝言ゲームがどれだけ有効かということで、一番端

は駅まで行って、第二寝屋川まで行って、榎本小学校まで間に何軒、伝言ゲームをし
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たらええかというのをやっておったんですよ。そしたら、結構間にいるなと。どこへ

動いてるかというのを図に落とし込めていくというのを、訓練の前日にやったんです

けどね。それで、そのトランシーバーを買ったら、中継が一切いらんという。  

 毎年やっていると、トランシーバー、みんなうまくなりますよ。見る見るトランシ

ーバーでのやりとりができるという。  

○山下副部会長  優勝賞品ですよね。 

○秋山地域活動支援課長代理   ちょっと頑張って考えます。  

○山下副部会長  頑張ってください。 

○宗宮部会長  あと、三師会との連携ということで、２９年度の取組みがあります

けど、うちは北田医院から毎年、お医者さんと看護師さんが来ていただいて、三角巾

とかＡＥＤとか消防がやるようなことを、医師会のほうでやってもらうという形で登

場してもらっているんですけれども、具体的な三師会との連携というのはどういうこ

とを想定されているんですか。  

○秋山地域活動支援課長代理   まだ詰め切れてはないですけれども、今、イメージ

として、区の震災訓練では区医師会、一緒にご協力いただいているんですけれども、

やっぱり歯科医師会でいうと、実際の災害のときにすぐ避難所に駆けつけてもらうよ

うなことではないですけど、それぞれの役割とか、そのあとの歯の衛生状況の確保と

いうか、そういうところでのご協力もいただきたいですし、あと、薬剤師会でいうと

医師会と連携していただいて、薬の服用というのは大事なことになってくるので、ど

ちらかと言うと、区災害対策本部側の訓練になってくるかと思うんですけども、そう

いうところが今、全然できていませんので、シナリオを考えて、できたらなとは思っ

ています。 

○宗宮部会長  それはやっぱり、訓練でも、お医者さんが来るとなればモチベーシ

ョンがぐっとかわってくるやろうと思いますし、普段お医者さんに行くというのでな

く、お医者さんと一緒に福祉会館でやりとりをするということになったら、がらっと
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雰囲気がかわってくるんと違うかなと思いますから、三師会との連携というのもぜひ

進めてほしいなと思いますね。  

 あと、講演会なんですけど、うちも訓練を秋にやって、大体２月に講演会という設

定でやっているんですけど、講演会の内容はいいですよ、備蓄の内容を講演してもら

うとか、局地豪雨とか地震のメカニズムの話をそれぞれ専門家にしてもらうという。

専門家の知見というのはやっぱり必要なものやなという形で、講演自体も値打ちのあ

るものやと思いますからね。  

ただチャンネルが、この人にお願いしようかというのがなかなかなくて、最初の

ころは区役所に紹介してもらっていたんですけど、最近区役所のほうから返事がない

んで独自で探していますけども、講演していただける人のメニューなんかは、備蓄し

ておいてもらったらええん違うかなという感じはちょっとしますね。  

○小川地域活動支援課長  共有したらいいですね。ここの地域でやってよかったと

いうのを、また教えていただいたら。  

○山下副部会長  今年は自前で行けるじゃないですか。熊本に行った人もいたし。  

○秋山地域活動支援課長代理   それでいうと今年、２８年度の取組みのところで出

てきていますけど、去年までいわゆる避難所開設訓練ということで、小学校に集まっ

てみんなでやってというところだったのが、いくつかの地域で、実際にこれをする意

義は、じゃあどこにつながっているのかということで、災害に対する考え方とか備え

方そのものを学び直したいと、今回は講演会、学ぶ座学のところを重点にというのは

実際に出てきています。それでいくと、例えば区役所でも実際、熊本の避難所のお手

伝いに行った職員もいてますので、その職員がしゃべったりすることもありますし、

あとは大阪市の危機管理室でもっと大きな、大阪市的な取組みのところも含めてお話

をさせてもらったりとか、そういう動きは今年は出てきていますね。  

○宗宮部会長  陸前高田に榎本から行ったということで、小学校のほうがずっと交

流してくれているんですよ。そういう切り口も大事かなというふうに思いますんで、
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熊本でもぜひそういう契機ができているんやったら、うちの地域との連携を探るとい

う形で、区に持ってくるんやなしに地域へぽっと落とすというようなことを考えても

らったらいいんと違うかなと。  

 大分、時間が迫ってきていますけど、植田さん、何かありますか。防災のことで。  

○植田委員  避難のところで、高齢者とか認知症の要介護５ぐらいの人とか、また

障がい者の方で、ライトハウスがうちにはあるじゃないですか。目の見えない方は情

報が得にくいと思うので、地震が来ても、え、何がどうなったんだろうという感じで。

中に職員の方はいらっしゃるかとは思うんですけど、障がいがある方とかは、訓練と

かは参加できているのかどうかわからないんですけど、そういうときの避難経路とい

うのはどうしていこうと思ってはるのかなと思って。  

○小川地域活動支援課長  訓練でいくと、榎本さんがライトハウスと一緒に。  

○宗宮部会長  榎本は町会によって、僕もライトハウスに入所されている方の、参

加の意思のある方で、地域に住んでおられる方というのをライトハウスを通して情報

をいただいて、実際にその方を迎えに行って、避難所の榎本小学校まで案内するとい

うようなことはやったり。ライトハウスのほうで今、アイマスク体験というのをイベ

ントとしてやってもらっているんですけど。  

 そういうお年寄りが増えてきているとか、障がいのある方に対する対応ということ

で、福祉事業者が地域の訓練にもう少し参加してもらえるような形というのは、具体

的に求めていかないとあかんなと思っています。町会を軸にしたということだと、な

かなか福祉事業者の方に訓練に参加してもらおうということは手が回らないというこ

ともあるかと思うんですけどね。実際に福祉避難所として受け入れてもらえる可能性

もあるわけで、そこも事前に、ふだんから連携しておかないとあかんということも具

体的な課題として出てきているだろうと思いますので。区が一定の役割を果たしてく

れたということもあったりするんですけど、福祉事業所との連携ということも地域単

独ではなかなか難しいところもあるかと思いますので、区役所のほうのお仕事という
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のを求めていきたいなと思います。  

○秋山地域活動支援課長代理   私が去年からしかしていないのですけど、少なくと

もここ３年ぐらいは、社会福祉協議会さんのほうが中心になるかと思うんですが、社

会福祉施設連絡会が定期的に研修をしていただいていまして、そこに区役所を呼んで

いただいたりもしていますので、実際にこの間も、何日でしたっけ、９月２７、２８。  

○前田地域活動支援課長  そうですね、２８日。 

○秋山地域活動支援課長代理   その施設連絡会のほうで、災害に対する研修をとい

うことで、ＨＵＧをやりました。福祉事業所というか施設そのものなので、そこが収

容避難所になることは実際にはないんですけれども、ただ収容避難所において心配さ

れているような要介護度の高い方を、福祉避難所ということで受け入れてもらうこと

もあり得ますので、一度、各地域が災害時に避難所として開設するにあたってどんな

訓練などをしているかを体験していただこうということで、３０事業所ぐらい来てい

ただいたのと、あと、連絡が区役所のほうも全地域に広げられなかったんですけど、

多分５地域ぐらいかな、地域防災リーダーさんも含めて何カ所か、ご連絡できたとこ

ろについては地域の方も来ていただいて、テーブルを包括支援センターの地域割りを

しましたんで、その事業所に地域の方が実際に入ってもらって、短い時間ですけれど

も顔合わせとか一緒に考えていただくようなものをさせていただきました。  

○田中（泰）委員  うちはやっていますよ。実際に、福祉避難所として利用してく

ださいということで話もついていますし、事業所としてちゃんとそういう備蓄関係は

全部できているし、なおかつ福祉避難所としての受け入れ態勢も整えているからとい

うことで、万が一のときはどうぞというお話はちゃんとできていますからね。  

○秋山地域活動支援課長代理  そうですね、そこがなかなかできていないというと

ころもあるということで。  

○山下副部会長  多分、場所がらもあると思うんですけどね、真ん中になると福祉

関係の事業所も多いんでね。  
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○秋山地域活動支援課長代理   今回、社会福祉協議会のほうでも、あえて地域の方

にもご参加いただけないかということで。ただ、ご相談いただいた中で全地域になか

なかお知らせする時間がなかったんで、何かでこちらが行けたりとか、お顔合わせを

できた地域にだけお伝えしてしまった状態ではあるんですけど。またそこは来年も多

分、やってくださいということになると思うので。  

○山下副部会長  できるところからやってもらえたらいいと思いますよ。おいおい

やってもらって、確実に全地域にできるようにしていただいたら、それは急がない。

急ぐ時間よりも、ちゃんとやることのほうが大事だと思うんで。  

○植田委員  高齢者がどんどん増えていく１０年後、１５年、２０年になったらも

う下がってくると思うんやけど、そのときに準備できているようにということで、私

自身が赤十字の大阪府支社の子ども子育てと高齢者の方のボランティアをさせてもら

っているんですけど、今年に入って、あなたたちはもう防災ボランティアだからと。

その中に入っているけど、いつ何があるかわからない防災ボランティアだから、今日

はそういう研修をしますと言われて、ええっみたいな感じだったんですけど、ああ、

それはそうだなと。人口がどんどん高齢化になっていくんだから、子どものことしか

しませんとか、高齢者の方しかしませんというボランティアが必要なんじゃなくって、

さまざまな対応ができるボランティアになっていかなくてはいけない。だから、今お

っしゃっているように、そういうふうにして準備をきっちり進めていかれることが、

鶴見区が本当に盤石になって強化されていくことじゃないかなと。  

○山下副部会長  今、地域は中学生、そういう考え方でいっていますよね。昼間の

時間帯に地域には中学生がいるからという考え方で。横堤とか茨田南とかは確か中学

生が大分出ているように思いますけどね。 

○宗宮部会長  中学生の防災訓練、頑張ってやってもらわんと。  

○山下副部会長  回数を重ねたらね。１回やって、うまいこといくいかへんあると

思うし、やっぱり続けることでしょうね。  
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○宗宮部会長  ただ、訓練では物すごい頼もしいですよ、中学生、高校生というの

はね。 

○山下副部会長  それこそマインドが出てくると思います。やっぱり取り組んで繰

り返すことによってね。 

○宗宮部会長  でね、中学生が来たら、親が来ますからね。 

○山下副部会長  いいことですよ。やり続けないと。 

○宗宮部会長  もう時間が押していますが、何か。 

○田中（泰）委員  区の備蓄品ってありますよね。それの賞味期限が切れた場合、

破棄されると。 

○秋山地域活動支援課長代理   有効活用できるようにはなるべくしているんですけ

れども、例えば地域のほうで取組みをされる中で、もし時期が合うのであればお出し

したり。 

○山下副部会長  防災訓練のたびにもらいますよね、大体。  

○田中（泰）委員  去年はいただけなかったです。  

○秋山地域活動支援課長代理   そうなんですよ。もともとで言うと、区でも備蓄し

ているんですけど、大阪府とか大阪市のものもあるので、それを今まではいろいろと

もらえていたんですけど、なかなか在庫の期限の年数によって。  

○田中（泰）委員  そしたら、破棄するとかはないんですね。  

○秋山地域活動支援課長代理   最終的に破棄になってしまうものはあり得るんです

けど。 

○田中（泰）委員  もったいないですよね。 

○秋山地域活動支援課長代理  できるだけ有効活用するようには言われています。  

○田中（泰）委員  今年は茨田北では小学校の土曜授業と地域の防災訓練を合体さ

せてやろうと。 

○宗宮部会長  いいですね。 
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○田中（泰）委員  すごく大変なんですけどやろうとしております。それで、私の

立場からしたら、生徒７００人いるんですけど、防災食の体験をさせてあげたいなと

思いまして、７００人と計算すると結構高くつくんです。それで、もしも余っており

ましたら。 

○山下副部会長  いらんものあったら、ちょうだいという。  

○秋山地域活動支援課長代理   区役所のほうがね、ちょうどないんです、実は。危

機管理室にもう一回聞いたんですよ。去年はそれでないと言われたけど、今年はどう

ですかと言ったら、熊本のほうに送っていますんで、本当にないって言われました。  

○山下副部会長  逆に言うと新しくなったんや。  

○秋山地域活動支援課長代理   そうですね、足らずを入れてくれはったんかなと。 

○西口委員  防災食ってアルファ米とかそういうことですか。  

○山下副部会長  アルファ米。段ボールに開けてお湯を入れるやつ。  

○西口委員  防災訓練のとき、ないって言われましたね。  

○秋山地域活動支援課長代理  そうなんです、去年に全地域にお願いをしていてそ

ういう状態だったんで、今年はどうかなと思って聞いたら。  

○田中（泰）委員  その前にたくさんいただけたんで、甘い考えだったんです。去

年だめで、今年は欲しいなと思っているんですけど。  

○秋山地域活動支援課長代理   すいません、ないんですよ。一応さっき確認しまし

たけど。 

○田中（泰）委員  破棄されると聞いたらもったいなと思います、それはないです

よね。わかりました。 

○宗宮部会長  去年から、うち、間仕切りくんと言って、それ用の段ボールを間仕

切りするやつ、真空パックしたやつを備蓄倉庫に入れています。今年はそれを使って

みようかなと思っているんですけどね。  

○山下副部会長  ちょっといいですか。いろいろやっていただいているんですけど、
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どっちかと言ったら今までハードの部分ですね、防犯カメラの設置とかというところ

が大分進んでいるんで、あとはマインドというか啓発の部分ですね。これをちょっと

力入れていかなあかんのと違うかなと思うんですよ。  

 やっぱりアンケートを見ていてもそうなんですけど、アンケートの防災・防犯の意

識のところで、高齢者や幼い子どもたちが安全で暮らせるような鶴見区にしてほしい、

防犯カメラを設置してほしいとなっているね。それで、防災にかかわるイベントをや

ってもらって見てみたいとか、犯罪が起こらないような対策をしてほしいって、全部

受け身なんですよね、区民自身が。ほぼ全員の区民がね。  

 だから、極端な話、鶴見区民全員が防災リーダーであり、防犯委員であるというマ

インドを持てるような啓発活動をしていくと。持続的にずっと長くしていくためには

と思ってみると、広報つるみに毎月、安全安心掲示板みたいなのをつくって、もう徹

底的にやると。来年１年間に関してはね、４月から再来年の３月まで。やっても往々

にして、こんなんやりましたよ、あんなんやりましたよっていう報告が記事になりが

ちなんですけど、そういう記事は一切やめて、今月はこういう、例えば交通安全週間

だから自転車マナーを気をつけましょうとか、そういう啓発のほうに重点的にいって、

５月は地域安全部会あります、６月になったら何やろうかな、だからかかわるとした

ら警察、消防ぐらいか。 

○秋山地域活動支援課長代理   あと、建設局もあると思いますね。 

○山下副部会長  警察でも、交通と生活安全とあるじゃないですか。だから、交通

安全にかかわる分と、防犯にかかわる分、で消防と、区役所と、４ネタ元があるから、

１２回で３つずつ、１年間決めちゃう。４月は責任編集誰、５月は誰、６月は誰って、

もう決めちゃう。例えば９月なら、今は交通安全週間だから、警察の交通安全のほう

でこういうことをやって、ああいうことをやって、こういうことをやりますからと。 

 そうそう、この間聞いていたら、自転車の赤切符、鶴見警察管内でもう３０枚切っ

ているんですって。 
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○宗宮部会長  あ、そうですか。３０枚も。 

○山下副部会長  あれが始まってから。そこまでちゃんとやっていますよと言うん

ですよ。でも我々知らないでしょう。実際２枚切られて、講習会に行っている人もお

るそうですわ。罰金やったかな、赤紙やから結構な罰金らしくって、講習会に６，０

００円ほど払って。そういうことを実は警察もちゃんとやっていますよという話。だ

から、そういうことも僕知らなかったから、１枚ものでもいいからそういう情報を流

してくれればいいのにという話をしたんですけど。  

○西口委員  確かにそれ必要と思いますね。前から思うのは、自転車の信号無視が

相変わらず多いんですよね。だから、こういう取り締まり、赤紙やないけど啓発にな

るんであれば、広報か何かで載せていただいて、やっていただいたほうが。あ、気を

つけようというのが目的なんでね、生の声というか結果というか、やっぱりそれを載

せていただけたら。 

○山下副部会長  そういうこともネタにしたりしていって、やっているんだよとか、

こうやってくださいよとか、１月は神戸の大地震があったから、地震にかかわる記事

を特集するとかそういうふうな。極端な話、裏一面全部、防犯の。いやいや、極端で

すよ。でも、それぐらいやるだけの価値が防犯・防災にはあるはずなんですよ。だか

ら、区長の面を取っちゃうかもしれないけど、区長にはこれぐらい置いておいて。  

○河村区長  次出る号はそうなって。 

○山下副部会長  来年度でいいんで、来年の４月ぐらいから１年間かけて。それで、

毎月、毎月って面倒くさいでしょう。だから連絡会をやって、生活安全、交通、消防、

区役所、４つ集まって、もう１年間通して決めちゃおう。それが楽でいいです。で、

広報を巻き込んじゃう。そして、裏一面全部それにしちゃう、それはうそですけど。

周知徹底の仕方がね、徹底的にやるとかね、そうするといいんじゃないかなと。  

○植田委員  言葉尻を取って、決めつけではだめなんですけれども、何とかしまし

ょうという感じでしないと、僕の勝手なあれですけど、ゆとり世代の人たちが何か言
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っているんかなみたいな文章が見えたので、そういう人たちって、全員が全員じゃな

いんですけど、何かしてもらうんだとか、助けてもらえるみたいな、そういう方が私

の周りは多いんで、そういう考えじゃなくて、大変なときにこうしていかないといけ

ないよ、ああしていかないといけないんだよということを、区としてガーンと押し出

していただいているほうが、そやそや、うちはお米が足りていなかったなとか言って、

備蓄とかできるんじゃないのかなと。区からもらえるから私ら別にええわみたいな感

じになっているとえらいことになってしまうような。  

○山下副部会長  今、そんなんあったっけ。あまりないね。部分部分ではあるけど。 

○秋山地域活動支援課長代理   防災でいくと、８月号は特集で年１回バーンと、防

災マップと一緒に、備蓄をこんなんしておいたほうがいいですよとかいうのは出して

いますけど。確かに、定期的に、啓発的なところでは広報紙を使ってはいないですね。 

○山下副部会長  せっかくの全戸配布なんだから、それは住民啓発に。  

○河村区長  ある程度、テーマは決めて最近はやるようにしているんですけど。そ

の時々のシーズンネタ。 

○秋山地域活動支援課長代理   区長コラムのところで、交通安全を入れさせていた

だいたりとか。 

○河村区長  だから、そんなんもあるし、自転車が衝突している写真とかも出して

もらったりとか。 

○秋山地域活動支援課長代理   そういう特徴的な。 

○山下副部会長  それをもっとインパクトがあるように、毎月この部分はそれって

しちゃうとインパクトがあるのと違うかなと思いますけどね。  

○植田委員  私、委員をさせていただきだしてから見ていても、めり張りを感じま

す。わかりやすく、それまではそんなに委員の意識がなかったから普通に読んでいた

んですけど、させてもらってから見だすと、多分、ここのポイントを区が言いたいん

だろうなというのがわかってくるようになってきました。  
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○山下副部会長  広報頑張っているんですね。  

○小川地域活動支援課長  広報の中で、私、去年一年間やっていて、来年はテーマ

を決めてやろうかなというのがあったんで、今ちょっと引き継いではもらっているん

ですけど、確かに、この面を見たらこれが毎月載っているというのは、やりたいなと

は前から思っていました。ただ紙面が、やっぱりボリュームがすごいので、その辺が

予算との兼ね合いもあるんですけど、皆さんからもご要望をいただいたということで、

広報担当のほうへ引き継いでいきたいと思います。  

○山下副部会長  毎月、このページのこの面はこれが載っているというのはやっぱ

り。ここから先に行こうと思ったら啓発しかないと思うのでね。 

 だから、さっきの自転車の話やないけど、たとえ３分でも自転車から離れるときは

鍵をかけましょうというような打ちだしをこの面でしていくとかね。全戸配布なんだ

から、大人も子どもも見るやろうし、やってくれているねんなという区民に対する訴

求もできるやろうし。 

○小川地域活動支援課長  また、地域もそれぞれ広報を出し始めてくださっていま

すので、そこに引き継いで載せていただくとかね。載せていきたいですね。  

○山下副部会長  というのがいいんじゃないかなと思います。  

○宗宮部会長  やっぱり広報の力というのが大きいですね。広報の中で、区民の声

をこれだけ区として取り上げていますよということで。その上で、区としてこういう

ことを訴えたいんだという内容を相互にやりとりするという意味での広報というのは

物すごい大事ですよね。やっていることが地に足をつけていくためには、そういう伝

達、情報というのは物すごく大事なことであると。  

 今日も非常にお話が盛り上がって、幾つかの提言めいたこともお話ししていただい

たと思います。今日は議員の先生は来られていないんですけど、その分も含めて、区

長のほうからまとめのお話をいただきたいと思います。  

○河村区長  本当に長時間、いつも時間めいいっぱい、いろんな意見を出していた



－50－ 

だいてありがとうございます。  

 今日は安全なまちづくりということで、防犯・防災の観点からいろんなお話をいた

だきましたけども、本当に切り口はいっぱいあって、課題も多岐にわたりますけど、

切り口も先ほどおっしゃいましたように、ハード面からのものもあればソフト面から

のものもあります。また、今まで継続してやってきた事業の中でも、引き続きやるべ

きものと、その中でもメニューをかえていったり、スパイスをちょっとかえていった

りとかいうのもあると思います。なので、２９年度については、これまでのものを漫

然とするのではなくて、継続するべきところは継続して、そういう観点で、今日いた

だいた意見を参考にさせていただきながら、よりよいメニューづくりをまたしていき

たいなと思っております。 

 また、今日いただいた意見はまとめさせていただいて、今日は限られた時間の中で

したので、後でお気づきになった点とか、もうちょっとこれを言っておいたらよかっ

たなという点が、多分おありだと思いますんで、またその辺のご意見もいただく機会

を設けさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 今日は本当に、いろいろ貴重なご意見をありがとうございました。  

○宗宮部会長  ありがとうございます。最後に区役所のほうから事務連絡。  

○前田地域活動支援課長  本当に本日は多くの貴重なご意見をいただきまして、あ

りがとうございました。それでは、ホッチキスどめの一番後のページ、申しわけあり

ません、ご説明するのがもれておりましたので、今後の鶴見区運営方針と予算のスケ

ジュールでございますが、今年、平成２８年度につきましては、本日の鶴見区の主な

事業の取組みの方向性の説明を行いました後、１１月初旬に鶴見区運営方針素案につ

いての説明及び意見聴取ということで各部会のほうを開いてまいりたいと思います。

１１月中旬に鶴見区の運営方針の素案の作成を行いまして、予算要求調書の提出も行

ってまいりたいということでございます。１２月初旬に鶴見区の運営方針素案に対す

る各部会での報告及び意見聴取ということで、全体会を開催してまいりたいと思いま
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す。来年の話なんですが、２９年の２月中旬か下旬ごろには、鶴見区運営方針の案と

予算の案の説明ということで、また全体会を行いたいと思います。その後、市会で審

議を行いまして、３月下旬には鶴見区の運営方針と予算を確定してまいりたいと思っ

ておりますので、当面、今度は１１月の初旬にまた各部会を、この部会も開きたいと

思いますので、大体ばくっとした日程でも構わないので、この辺が都合が悪いとかい

うのが、もし今、おわかりであれば教えていただければと思います。 

○宗宮部会長  これで鶴見区区政会議第２回防犯防災部会を閉会したいと思います。

皆さん、どうもありがとうございました。お疲れさまでした。  

閉会 ２０時５９分 


